
令和６年度　第2回　大牟田市地域公共交通活性化協議会

議案第2号　地域公共交通利便性向上の取組について

令和６月８月２９日
大牟田市　国県道路・地域交通対策課

資料２

＜目次＞

１．スマートバス停の導入について　　・・・・・・・・　　１

２．スマートバス停とは　　　　　　　・・・・・・・・　　３

３．設置案について　　　　　　　　　・・・・・・・・　　４



 地域公共交通利便性向上の取組について

 

１

１．スマートバス停の導入について

○「大牟田市地域公共交通活性化協議会」では、「大牟田市地域公共交通計画」の推進にあたり、基本理念の

　｢誰もが安心して移動できる持続可能な公共交通サービス体系の構築｣を目指し、交通手段間の連携(事業3)や　

　鉄道とバス等の乗継利便性の向上（事業7）、まちづくりにおける各施策との連携（事業10）などの事業を　

　行うこととしている。 

○スマートバス停の設置は、市内外の利用者が多い大牟田駅前バス停などの交通結節点において、わかりやすい

　時刻表や乗継ぎ案内、情報発信を行うなど、本市の様々な公共交通手段が利用できる環境を活かし、交通結節

　点や拠点となる地域をつなぐ交通ネットワークの確保に資する取組である。
 

○福岡県とも連携し、県の「福岡県生活交通確保対策補助金」

　のメニュー「官民連携・協働事業補助金」を活用し、事業費の

　うち、1/2～1/4について補助を受けることとしている。

○本市の各公共交通の乗継ぎの利便性向上に係る取組であることや、

　交通事業者の取組に対して県と市で補助を行うこと、また、

　地域公共交通計画の推進に資するものであることから、本協議会

　で実施する事業として位置づけ、実施する。

　（9月補正予算で900万円計上）
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２．スマートバス停とは
　スマートバス停は、デジタルサイネージに公共交通機関の運行状況や路線バスや鉄道などの異なる交通モード

の情報を一括して表示し、乗継ぎの円滑化や交通結節機能の高度化に資するもの。

　具体的には、バスロケーションシステムによる路線バスの運行状況や公共交通機関の時刻表、路線図等の一体

的な表示に加え、災害などによる急な運休などの情報をリアルタイムに更新、表示できるほか、多言語表示や動

画広告、市からの広報等を流すことができる。
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３．設置案について（詳細は交通事業者等と協議）

新大牟田駅

大牟田駅前バス停

JR大牟田駅

大牟田駅西口バス停

○交通結節点
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